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史
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日
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史
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明
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「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
の
復
刻
に
つ
い
て

一
、
こ
の
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
は
、
明
治
三
三
年
一
○
月
三
日
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
き
さ
は
躯
×
巧
叩
で
あ
る
が
、
復
刻
に
当
た
り
、
体
裁
上
の
変
更
を
し
た
。
変
更
部
分
は
左
記

の
通
り
で
あ
る
。

・
天
地
を
カ
ッ
ト
し
た
こ
と
。

・
左
右
を
カ
ッ
ト
し
た
こ
と
。

・
表
紙
と
本
文
は
別
種
の
紙
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
同
一
と
し
た
こ
と
。

・
図
面
の
折
り
を
変
更
し
た
こ
と
。

一
、
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
は
、
学
園
創
設
の
初
期
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
年
刊
行
さ
れ
た
。

順
次
、
本
資
料
集
と
し
て
復
刻
す
る
予
定
で
あ
る
。
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圏
本
女
子
大
學
校
教
育
の
要

本
校
は
過
去
乱
鑑
み
現
狂
工
照
ら
Ｌ
叉
大

を
人
と
じ
婦
人
と
Ｌ
國
民
と
し
て
の
三
方
面
よ
り
教
育
す
る
の
方
針

を
執
り
本
邦
女
子
の
心
身
の
能
力
と
日
進
月
歩
の
肚
會
の
状
態
と
ま

祗
會
の
進
歩
推
移
ま
順
應
ゞ
し
て
女
子
た
る
者
の
天
分
を
議
す
ュ
足
る

適
合
せ
る

教
育
に
注

如
く
仁
覗
な
し
て
只
管
眼
前
實
用
の
學
藝
の
み
を
授
け
人
と
し
て
の

の
素
養
を

ア

し

如
何
な
る
職
業
に
從
ふ
も
人
ざ

方
針

髄
〈
へ

意
凸

定
の
高
等
教
育
を
授
け
其
品
位
と
實
カ
ビ
を
高
必
能
く

せ
さ
る
の
弊
を
避
け
女
子
を
ゞ
し
て
如
何
な
る
境
遇
に
虚

ん
こ
と
を
期
す
本
校 働

日

＞

し

て
必
歩
峡
く
べ
う
ら
ぎ
る
の
資

γ、

女
子
を
器
械
若
く
と
藝
人
の

可
垂

將
來
ュ
慮
り
絃
Ｊ
女
子



質
を
養
は
恵
め
ん
こ
と
を
欲
す
叉
女
子
を
。
し
て
淑
女

蝿
せ
－
め
以
て
國
家
肚
會
に
對
し
女
子

母
直
な
り
て
其
天
分
を

痒
を
感
す
る
こ
こ
能
は
さ
る

校科
目
を
間
は
す
凡
て
生
徒
自
ら
研
究

民 に
非
誹
本
校

ひ
女
生
の
通
患

本
校
ん
こ
さ

の

一

ハ

女
子
に
國
民
さ
る
の
観
念
を
與

γ、

羊
を
組
成
す
る
女
子
に
し
て
國
家
の
盛
衰
祇
會
の
消
長
に
痛

開
發
主
義
の
教
育
を
施
し
智
惰

を
欲
す方
法

ハ

敢
て
此
方
面
に
向
て
特
に
力
を
注

今
』

し
て
漫
に
他
人
の
思
想
動
作
を
模
倣

完
ふ
せ
し
め
ん
こ
す
る

ハ

國
家
壯
會

し
動
作
す
る
の
能
力
習
慣
を

へ

幸

』忌 肚
會
の

さ
っ
し
｝
４
の

鵲
の
四

の

一

大
不
幸
た
り
乃
笘
本

》へ
今

一
一

員
さ
る
こ
遁
を
自

決
じ
て
容
易
の
業

塞
月
ハ

義
務
を
謹
さ

か

ん
芭
欲
す

寺
」

勿 な
り
頁
妻
賢

＞

し

単
に
教
師

＝

同冊

何
等
の

旦声
し
め 國養



の
講
義
説
明
工
依
頼
す
る
の
弊
な
か
う
し
め
ん
こ
こ
を
期
す
珠
ま
徳

育
１
於
て
殖
自
奮
自
脩
の
精
榊
を
喚
起
。
し
他
の
命
令
指
揮
を
待
ず
と

も
進
て
各
自
の
職
分
を
議
す
の
頁
習
を
養
成
せ
遂
必
ん
と
欲
す

本
校
ハ
務
必
て
生
徒
各
自
の
特
性
に
適
合
せ
る
教
育
を
施
”
し
鵠
質
の

狸
弱
誤
依
で
遁
繼
操
運
動
の
輕
重
難
易
を
異
に
し
天
オ
の
撞
不
適
に

依
て
は
學
科
方
目
の
選
揮
に
示
導
を
與
ふ
く
ゞ
し
是
れ
本
校
各
學
部
の

規
則
中
に
必
修
科
と
選
修
科
ざ
を
併
置
Ｌ
且
本
校
及
附
馬
高
等
女
學

校
に
選
科
生
の
入
學
を
許
可
す
る
の
制
を
設
け
た
る
所
以
な
り
直
す

徳
育
に
於
て
も
亦
生
徒
各
自
の
習
慣
氣
質
に
應
乙
て
適
宜
の
訓
戒
奨

勵
を
與
へ
ん
こ
琶
を
期
す

組
織

三



四

多
少
の
鍾
更
増
減
ハ
菟
肌
き
る
べ
き
も
本
校
完
成
の
曉
に
於
け
る
組

織
殖
大
略
左
表
の
如
く
な
る
べ
。
し



日
本
女
子
大
學
校

究
一

校

修
業
年
限

三
ヶ
年
以
内

一
普
弧

展

戸
專
門

一
家
政
學
部

一
航
測
銅
一
…
；
・
；
．

一
恥
坪
學
柳
川

學
部
一
脚
》
酔

育
部
一
蹴

青
部
樂
部
術
部
科
部

白●

e･

●●

…
全
六
ヶ
年

：
全
五
ヶ
年

入
學
者
は
高
等
小
學
校
第
二
年

修
業
以
上
の
學
力
あ
る
藩
要
す

．
．
：
全
三
ヶ
年

入
學
者
は
高
等
小
學
校
卒
業
生

の
學
力
あ
る
准
要
す

修
業
年
限
三
ヶ
年

入
學
者
は
修
業
年
限
五
ヶ

年
の
高
等
女
學
校
卒
業
生

の
學
力
あ
る
悲
要
す

五



本
校
は
東
京
市
小
石
川
目
白
臺
の
鯵
蒼
た
る
樹
林
の
裡
に
在
て
地
高

ユ
ハ

而
し
て
其
中
に
は
初
等
教
育
あ
り
中
等
激
育
あ
り
高
等
教
育
あ
り
普

通
科
あ
り
専
門
科
あ
り
高
低
難
易
相
合
し
て
一
校
を
成
す
も
の
に
ゞ
し

て
本
校
の
主
眼
ざ
す
る
所
は
首
尾
の
系
統
整
頓
せ
る
教
育
組
織
を
本

校
内
に
設
け
本
校
執
る
所
の
教
育
の
方
針
及
方
法
を
資
施
し
て
淑
女

た
り
頁
妻
賢
母
た
る
へ
き
者
を
養
成
ゞ
し
妾
ら
本
邦
女
子
教
育
改
善
の

方
法
を
研
究
實
驍
せ
ん
ざ
欲
す
る
に
在
り
叉
本
科
の
修
業
年
限
の
如

き
は
本
邦
現
時
の
祇
會
の
状
態
ご
女
子
の
心
身
の
能
力
ざ
に
適
合
す

る
を
標
準
と
な
《
し
當
分
高
等
女
學
校
卒
業
後
三
ヶ
年
以
内
に
で
卒
業

す
る
の
程
度
に
止
め
置
き
過
度
の
高
等
知
育
に
馳
せ
身
体
の
健
全
を

害
す
る
か
如
き
弊
を
避
け
徐
々
に
其
實
効
を
鑿
け
む
こ
さ
を
期
す

位
置



本
校
と
株
Ｊ
寮
生
の
薫
陶
１
重
き
を
置
く
か
故
に
家
族
制
度
の
寮
舎

を
設
け
そ
の
構
造
装
飾
よ
り
生
徒
の
監
護
訓
練
に
至
る
獣
て
凡
て
實

際
の
家
庭
に
徴
ひ
校
長
教
員
を
校
内
に
住
居
せ
ゑ
め
寮
監
ざ
共
に
生

徒
の
父
母
兄
姉
に
代
て
監
督
の
任
に
鴬
ら
ゑ
め
生
徒
を
忠
て
自
奮
自

脩
の
精
榊
を
以
て
家
族
同
榛
の
共
同
生
活
を
螢
み
共
に
歎
樂
悲
哀
を

頒
ち
言
語
動
作
よ
り
酒
掃
炊
事
に
至
る
き
て
凡
て
善
頁
な
る
家
庭
に

在
る
ご
同
一
の
頁
習
を
養
は
し
め
知
ら
す
識
ら
す
の
際
に
夏
妻
賢
母

七

く
水
清
く
空
氣
新
鮮
に
し
て
最
も
衛
生
ま
適
す
る
の
み
な
ら
ず
遠
く

市
街
の
熱
沓
を
離
肌
閑
靜
ま
ゑ
て
蕾
跡
勝
地
Ｊ
富
み
極
め
て
勉
學
工

適
す
加
ふ
る
悪
僅
忍
數
丁
を
隔
て
て
目
白
停
車
塲
（
音
羽
も
近
設
）
あ
り

通
學
に
も
亦
便
な
り
と
す

寮
舎



人

さ
る
の
素
養
を
修
め
Ｌ
め
ん
こ
と
を
期
す

附
吉

將
來
の
計
書

今
日
段
て
の
寄
附
金
拾
餘
萬
圓
に
逹
・
し
加
ふ
る
に
三
井
家
よ
り
五
千

四
百
余
坪
の
校
地
を
寄
附
せ
ら
糺
さ
る
に
依
り
當
初
の
許
書
に
從
ひ

舷
に
明
治
三
十
三
年
九
月
よ
り
校
舎
の
建
築
に
着
手
。
し
全
三
十
四
年

四
月
よ
り
開
校
す
る
こ
こ
に
決
議
せ
り
然
れ
こ
も
初
學
年
度
に
は
本

科
の
家
政
文
學
の
両
學
部
及
附
馬
高
等
女
學
校
を
創
設
す
る
に
止
め

費
金
の
増
加
を
待
て
漸
次
ま
擴
張
せ
ん
ど
欲
す
別
紙
學
科
の
組
織
表

及
別
紙
設
計
圖
面
に
て
示
せ
る
う
如
く
未
設
の
學
科
及
校
舍
尚
多
き

に
居
る
此
等
は
凡
て
篤
志
家
の
義
損
を
待
て
増
設
擴
張
す
る
。
も
の
こ

す
特
に
建
築
物
器
械
若
く
は
圖
書
等
の
費
用
ご
し
て
巨
額
の
寄
附
を



せ
ら
る
良
こ
ぎ
あ
る
は
本
校
の
嘉
て
受
納
す
る
所
な
り

伯
爵
夫
人
大
隈
綾
子

侯
爵
夫
人
蜂
須
賀
随
子

侯
爵
夫
人
伊
藤
梅
子

伯
爵
夫
人
樺
山
登
茂
子

子
鱒
夫
人
高
島
春
子

演
岡
章
子

市
島
穂
次
郎

土
居
邇
夫

土
倉
壽
子

大
倉
徳
子

田
村
太

ｆ
１
１
ｌ
Ｉ
！
１
１
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
い
〃
’
１
１
１
１
１
１
‐
へ
割
１
，
く
い
〃
却
鵬
咽
ｗ
●
い
Ⅵ
評
・
“
ハ
班
、
噌
睡
恥
蜘
Ⅷ
柵
〕
‐
‐
’
副
〕
Ｊ
Ｊ
ｆ
ｆ
０
ト
ド
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
０
１
１

○
發
起
人

辰
一、

衛

男
欝
夫
人
岩
崎
早
苗
子

侯
欝
夫
人
大
山
捨
松
子

大
森
豊
子

大
西
五
一
郎

磯
野
小
右
衛
門

原
六
郎

時
任
爲
基

川
崎
芳
太
郎

殿
村
牢
右
衛
門

田
邊
貞

九
田
中
市
兵
衛圭口



男
爵
夫
人
澁
澤
兼
子

公
餅
夫
人
近
衛
貞
子

男
爵
夫
人
内
海
千
代
子

男
爵 侯
爵
西
園
寺
公
望

男
欝
九
鬼
隆

廣
獺
宰
卒

澁
川
忠
次
郎

菊
地
侃

三
井
八
郎
右
術
門

鴻
池
新
十
郎

藪
田
勘
兵
衞

右
近
權
左
衞
門

松
本
演
子

成
瀬
仁
磯一

一 一

男
爵
夫
人
北
畠
三
枝
子

男
爵
夫
人
山
田
清
子

伯
爵
夫
人
松
方
政
子

伯
爵
士
方
久

芝
川
叉
右
衞
門

廣
海
仁

木
原
忠
兵
衛

三 芦
田
順
三
郎

前
川
槙
造

鴻
池
善
右
衛
門

浮
田
桂
造

野
崎
武
吉
郎

十村
山
龍
平

井
捨
子郎 元



贋
岡
久
右
衛
門

廣
岡
淺
孑

周
布
貞
子

森
村
市
左
衛
門

砂
川
雄
峻

住
友
吉
左
衛
門

Ｉ
０
０
ｉ
Ｉ
１
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｊ
ｊ
Ｌ
服
１
１
，
１
１
ペ
可
，
Ｊ
い
い
榊
鵬
ｗ
ｌ
い
ｖ
Ａ
緋
ｊ
紙
Ｍ
恥
Ｎ
Ⅷ
Ⅳ
『
１
１
Ｎ
可
Ｊ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
‐
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
‐
‐
‐
１
１
‐
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ

○
創
立
委
員

男
爵
岩
崎
彌
之
助

伊
藤
穂
三

稻
垣
滿
次
郎

濱
岡
光
哲

土
倉
庄
三
郎
伯
爵
大
隈
重
信

大
三
輪
長
兵
衛

嘉
納
治
五
郎

高
崎
親
章
田
中
源
太
郎

田
中
市
兵
衛
田
村
太
兵
衛

辻
新
次

成
瀬
仁
燕

村
山
龍
卒

男
爵
内
海
忠
勝

野
崎
武
吉
郎

久
保
田
讓

十
一



伯
爵

工
學
博
士

男
爵

公
爵

侯
爵

男
爵

男
鱒

、
■
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
２
ｎ
別
Ⅱ
肌
Ⅱ
Ｕ
ｏ
Ａ
Ⅶ
Ｗ
山
、
Ⅱ
Ⅱ
小
偏
Ｕ
叩
Ⅱ
仙
側
諦
川
Ⅱ
Ｕ
９
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ 十

二

藪
田
勘
兵
衛
前
川
槙
藏

近
衛
篤
麿
兒
島
惟
謙

西
園
寺
公
望
菊
地
祝
二

北
畠
治
房
三
井
高
保

三
井
三
郎
助
男
爵
澁
澤
榮
一

士
方
久
元
廣
岡
信
五
郎

平
賀
義
美
住
友
吉
左
衞
門

Ⅱ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
６
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ｕ
Ｏ
Ｒ
叩
Ⅱ
池
、
Ⅷ
ｕ
ｗ
ｎ
Ｕ
叩
Ⅱ
仙
吋
叩
仙
Ⅱ
Ｕ
ｏ
ｎ
叩
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｏ
Ｉ
８
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ

○
建
築
委
員

岩
崎
彌
之
助
久
保
田
讓

兒
島
惟
謙
三
井
三
郎
助

澁
澤
榮
一
住
友
吉
左
衛
門



第
二
章
學
科
科
目
修
業
年
限

第
五
條
學
科
學
科
を
分
ち
て
本
科
及
研
究
科
返
す

第
二
條
名
解
本
校
は
日
本
女
子
大
學
校
と
濡
す

第
三
條
位
置
本
校
は
東
京
市
小
石
川
歴
高
田
豊
川
町
に
置
く

第
四
條
附
属
學
校
本
校
に
附
属
高
等
女
學
校
附
属
小
學
校
附
属
幼
稚
園
竝
に
簡
易
専
門

諸
學
校
を
附
設
す

但
し
初
學
年
度
に
は
附
厨
高
等
女
學
校
の
み
を
附
設
し
漸
次
に
増
設
す
る
§
の

第
一
章
總
則

第
一
條
目
的
本
校
は
本
邦
の
女
子
に
適
實
ふ
る
高
等
の
學
蕊
を
授
け
能
く
日
進
の
肚
會

に
順
應
し
て
其
職
務
を
完
ふ
す
る
の
淑
女
た
り
良
妻
賢
母
た
る
べ
き
者
を
養
成
す
る

所
さ
すこ

す 圏
本
女
子
大
學
校
規
則

十
三



第
七
條
科
目

第
一
家
政
↑

必
修
科
目

藝
術
、
禮
操

第
六
條選

修
科
目
國
文
漢
文
、
英
語
佛
語
歴
史
美
學
、
哲
學
及
哲
學
史
、
敷
授
法
、
一
音
樂
、
圖
書
．

第
二
丈
學
部
を
分
て
國
文
學
部
英
文
學
部
の
二
種
直
す

一
画
丈
學
部
の
科
目

必
修
科
目
倫
理
及
耐
會
學
、
心
理
及
教
育
國
文
、
漢
文
、
哲
學
及
哲
學
史
．
歴
史
、
磯
操

選
修
科
目
倫
理
生
理
及
衛
生
應
用
理
化
、
家
政
及
藝
徳
英
語
、
佛
語
窪
濟
及
法
規
教
授
法
、

選
修
科
目

昔
樂
雲
圖
霊
、

一
英
文
學
部
の
科
目

十
四

學
部
本
科
を
分
て
家
政
部
文
學
部
、
教
育
部
総
育
部
、
美
術
部
、
一
昔
樂
部
理
化
部
ざ
す

但
し
初
學
年
度
に
は
本
科
の
家
政
文
學
の
雨
學
部
を
設
置
”
し
時
宜
に
應
し
て
他

學
部
及
研
究
科
に
及
す
も
の
こ
す

科
目
家
政
部
及
文
學
部
の
科
目
ば
左
の
如
し

家
政
部
の
科
目

科
目
倫
理
及
牡
會
學
、
心
理
及
教
育
生
理
及
衛
生
．
經
濟
及
法
規
應
用
理
化
家
政
及



選
修
科
目
佛
語
、
生
理
及
衛
生
、
漢
文
應
用
理
化
、
家
政
及
蕊
術
教
授
法
、
昔
樂
、
圖
蓋

第
八
條
修
業
年
限
本
校
各
學
部
の
修
業
年
限
の
最
短
期
を
三
ヶ
年
琶
し
生
徒
の
事
情
に

第
十
條

第
九
條

第
十
一
條

必
修
科
目

依
り
在
學
年
限
を
延
長
す
愚
こ
と
を
得
但
研
究
科
の
修
業
年
限
は
三
ヶ
年
戯
内
さ
す

學

年第
學
期
學
年
を
分
て
左
の
三
學
期
こ
す

第
一
學
期
四
月
十
日
よ
り
七
月
十
日
に
至
る

第
二
學
期
九
月
十
一
日
よ
り
十
二
月
二
十
四
日
に
至
る

第
三
學
期
一
月
八
日
よ
り
三
月
三
十
一
日
に
至
る

冬
季
休
業

春
季
休
業

夏
季
休
業

定
期
休
業

三
章
學
年
學
期
休
日

學
年
は
四
月
一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
総
る

倫
理
及
肚
會
學
、
心
理
及
教
育
英
語
『
國
文
、
美
學
、
哲
學
及
哲
學
史
、
歴
史
、
禮
操

七
月
十
一
日
よ
り
九
月
十
日
に
至
る

四
月
一
日
よ
肉
ゾ
同
月
九
日
に
至
る

十
二
月
廿
五
日
よ
り
一
月
七
日
に
至
る

は
左
の
如
し

十
五



第
十
二
條
定
日
休
業
は
左
の
如
し

日
曜
日

秋
季
皇
霊
祭

脚
鴬
祭
十
月
十
七
日

天
長
節
十
云
月
三
日

新
斡
祭
十
一
月
廿
三
日

孝
明
天
皇
祭
一
月
三
十
日

紀
元
節
二
月
十
一
日

春
季
皇
雲
祭

皇
后
陛
下
御
誕
辰
五
月
廿
八
日

本
校
創
立
紀
念
日

第
四
章
學
科
課
程
授
業
時
間

第
十
三
條
學
科
課
程

第
一
家
政
部

十
六



倫
理
及
趾
會
學

家
政
及
蕊
術

生
理
及
衛
生

心
理
及
教
育

應
用
理
化

経
濟
及
法
規

篭
操

實
践
倫
理
、
倫
理
學
實
践
肚
會
學

家
庭
應
用
理
化
、
食

經
濟
學
家
庭
經
濟
、
帝
國
憲
法
民
法
及
諸
法
規

生
理
學
、
衛
生
學
、
家
庭
衛
生
、
婦
人
衛
生
肚
會
衛
生
看
病
學

心
理
學
、
教
育
學
、
保
育
學
、
家
庭
教
育
蒐
童
研
究
、
童

普
通
罷
操
、
遊
戯
禮
操
、
教
育
禮
操
、
容
儀
篭
操
、

衣
食
、
住
、
吐
交
、
女
瞳
家
庭
、
美
術
、
園
蕊
、

ロ
叩

化
學
、

話
研
究

十
七



歴
史
哲
學
及
哲
學
史

美
學
漢
文
國
丈
心
理
及
教
育

第
二
國
文
學
部

倫
理
及
肚
會
學

哲
學
總
論
東
西
哲
學
史

美
學
經
書
史
丈
講
讃

散
文
美
文
講
讃
、
作
文
、
作
歌
、
文
典
、
修
僻
學
文
學
史

實
践
倫
理
、
倫
理
學
、
實
践
肚
會
學
、

心
理
學
、
教
育
學
、
保
育
學
、
家
庭
教
育
、
兒
董
研
究
、
童
話
研
究

一

斑

十
八



英
諸

國
文

美
學

倫
理
及
肚
會
學
實
践
倫
理
、
倫
理
學
、
實
践
祗
會
學
．

躰
操

心
理
及
教
育

第
三

美
學

散
文
美
女
講
讃
作
文
、
丈

講
讃
、
文
法

國
史

普
通
躰
操
遊
戯
躰
鍵
教
育
躰
操
容
儀
躰
操

心
理
學
、
激
育
學
、
保
育
學
家
庭
教
育
、
兒
童
研
究
、
童
話
研
究

英
文
學
部

一

班

典
修
鮮
學
、
文
嘩
史
、

十
九



哲
學
及
哲
學
史

躰
操
歴
史

第
十
五
條

第
十
四
條
教
授
時
間
教
授
時
間
は
各
學
部
を
通
し
て
必
修
科
を
二
十
一
時
間
返
し
選
修

科
を
七
時
間
こ
し
都
合
二
十
八
時
間
さ
す

哲
學
総
論
東
西
哲
學
史
、

外
國
史

普
通
躰
操
遊
戯
躰
操
教
育
躰
操
容
儀
躰
操

時
間
配
當

各
學
部
の
時
間
配
當
は
別
表
の
如
し

二

十



瀞
誕

偏
理
及

虹
會
學

心
理
及

淑
育

王
理
及
購
生

及
翻

家
政
部
學
科
課
程
及
時
間
表

省
遜
礎
搦

洩
育
彊
曝

軍使｜學化|學學｜學墨｜蕊

狩殻

濟學|等住｜墓

埒藍

二

十
一

躍

堕侭



哲哲美昔

學學

史及學學

教
授
法

園歴英漢國

蚕史語文丈

選
修
科
目

一一

一一

’一l
－上－－上

一
一
一

一
一

一
一

一

一 一

ー一ー

’一’
一十曾一宅四

一
一
一 二 三

一一
一

、｜一

一七 一t？

一
一
一

一
一

一

二

十
一

一



該JD腫佃

工、金工ﾛ

史|史及|學｜文｜文｜育及|學及

國
丈
學
部
學
科
課
程
及
時
間
表

陸普
通
躰
操
、
遊
齢

教
育
鉢
操
、
容
壁

#|諺

承11通孔I工唖

濫教｜縮｜“

鼠:｡：
時猫

一

一

十
一

一

一

恢圃ド



一
一
日 經
濟
及

法
規

生
理
及

衛
生
應
用
理
化

家
政
及

蕊
術

致
授
法

圖 英

樂謹 痙
叩

選
修
科
目

‐七

一

一

’
四一二上

一
一
一

一
一

ー

’
一
Ｔ
七＝瞳三 一

一
一
一
一

一↓

ーユ
一
一

＝

－上

’四 三
一
一 二 一二七

二
十
四



鯉|麓|學|，
英
文
學
部
學
科
課
程
及
時
間
表

迩調｜學學｜班
軒

二
十
五



－

漢塞家理應衛生

政理

術及化用生及

經
濟
撤

法昔圃教
授
法 丈樂護

選
修
科
目

一

－－

－

一

’ 一一一一 一
一
一三 一一一t皇一一一

ー

一

｜
－t惠

二一
一三 二

一
一四 二

十
六



第
十
八
條
卒
業
證
書
本
科
卒
業
の
者
に
は
本
科
卒
業
證
書
を
授
與
す

第
六
章
入
學
在
學

第
十
九
條
定
期
入
學
定
期
入
學
は
毎
學
年
の
始
め
一
回
さ
す

第
二
十
條
臨
時
入
學
生
徒
に
欠
員
あ
る
瞳
は
試
聡
の
上
臨
時
入
學
を
許
可
す
べ
し

第
二
十
一
條
無
試
鹸
入
學
身
躰
健
全
品
行
方
正
に
し
て
左
の
資
格
あ
る
も
の
は
無
試
駿

第
十
七
條

第
十
六
燦議

の
議
決
を
以
て
之
を
評
定
す

之
を
評
定
す

に
て
定
期
入
學
を
許
可
す

一
修
業
年
限
五
ヶ
年
の
官
公
私
立
高
等
女
學
校
の
卒
業
生

一
本
校
附
鴎
高
等
女
學
校
さ
同
等
以
上
に
し
て
本
校
亡
特
別
の
關
係
あ
る
女
學
校
の

一

本
校
附
属
高
等
女
學
校
卒
業
生

第
五
章
及
落
卒
業

及
落
生
徒
の
及
落
は
各
科
目
平
常
の
成
績
に
よ
り
教
員
會
議
の
決
議
を
以
て

卒
業

生
徒
の
卒
業
は
各
科
目
卒
常
の
成
績
芭
卒
業
論
文
芭
を
参
照
し
散
員
會

二
十
七



第
二
十
三
條
入
學
書
式
入
學
志
願
者
は
左
の
書
式
に
從
邸
入
學
願
書
及
履
歴
書
各
一
通

を
差
出
す
ぺ
し

第
二
十
二
條
準
す

卒
業
生

入
學
願
書
愈
謬
鶏
繁
蕊
擬
罰
塗
篭
鴬
）

本
籍
柵
國
肺
畷
洲
番
剛

韮
士
族
牢
民
何
某
棚
倣

何

誰
年
齢

但
し
修
業
年
限
四
ヶ
年
以
下
の
高
等
女
學
校
卒
業
生
は
學
力
査
定
の
上
本
校
附
属

高
等
女
學
校
の
相
當
級
に
編
入
し
卒
業
の
上
無
試
験
に
て
入
學
を
許
可
す
る
も
英

語
科
目
を
課
せ
き
る
高
等
女
學
校
の
卒
業
生
若
く
は
英
語
の
學
力
不
充
分
友
る
者

は
英
語
専
修
の
後
に
あ
ら
さ
れ
は
英
文
學
部
に
入
學
す
る
を
得
す

條
入
學
試
瞼
入
學
試
験
の
程
度
は
本
校
附
属
高
等
女
學
校
卒
業
生
の
學
力
に

二
十
八



私
儀
御
校
何
學
部
へ
入
學
仕
度
候
間
『
無
試
験
に
て
｛
試
験
の
上
』
御
許
可
被
成
下
度
別
紙
履

歴
書
相
添
へ
此
段
御
願
申
上
候
也

一一

一
生
年
月
日

一
輔
住
荷
歳
よ
り
何
歳
迄
何
地
に
蒋
居
す
云
々
）

一
生
地 年

月
日

日
本
女
子
大
學
校
々
長
何
某
殿

現
住
所

履
歴
書

本
籍
剛
國
柵
市
洲
番
剛
華
士
族
卒
民
何

某
何 右

何

何
女
姉
妹

誰一
一

誰
③

十
九



第
二
十
四
條
在

出
す
へ
し

右
之
邇
に
候
也

一一一■▲一0△

貫
罰

雨
親
の
有
無
年
齢

何
年
何
月
よ
り
何
年
何
月
迄
何
學
校
に
て
第
何
學
年
修
業
中
或
卒
業

何
年
何
月
よ
り
何
年
何
月
ま
て
何
地
何
誰
に
就
き
何
學
を
修
業
す

父
兄
の
職
業

卜
、
§年

月
日

在
學
證
書
入
學
の
許
可
を
得
た
る
者
は
左
の
書
式
に
從
ひ
在
學
證
書
を
差

在
學
譜
書

現
住
所

右
何

誰
⑳

三

十

ー



第
二
十
五
條

書
如
斯
に
候
也

右
之
者
今
般
御
校
へ
入
學
御
許
可
相
成
候
に
付
て
は
同
人
在
學
中
御
校
規
を
堅
く
相
守

ら
せ
候
は
勿
論
同
人
に
係
る
一
切
の
事
柄
は
拙
者
に
於
て
御
引
受
け
可
申
候
価
て
保
證

③
ｌ
證
券
印
紙

年
月
日

日
本
女
子
大
學
校
々
長
何
某
殿

但
拙
者
輔
居
或
は
改
印
の
節
は
速
に
御
屈
可
申
候
也

保
證
人
の
資
格

本
籍
柵
國
肺
畷
棚
番
剛

華
士
族
卒
民
何
某
棚
鰔

何

誰年
齢

保
證
人
は
丁
年
以
上
に
し
て
東
京
市
内
に
一
家
を
立
て
稜

保
證
人
本
籍
族

現
住
所

何

三

十 誰
⑳

一

1
1

ケ－



第
二
十
七
條
保
證
人
の
愛
更
保
證
人
の
死
去
叉
は
韓
住
の
節
は
直
に
第
二
十
五
條
の
資

絡
を
有
す
る
人
を
以
て
之
に
代
へ
改
め
て
在
學
證
書
を
差
出
す
へ
し

第
七
章
退
學
休
學

第
二
十
八
條
退
學
の
命
令
品
行
不
良
ふ
る
か
若
く
は
學
力
不
足
な
る
か
叉
は
禮
質
多
病

に
し
て
充
分
の
訓
戒
奨
勵
を
加
ふ
る
も
到
底
成
業
の
見
込
な
し
ご
認
定
す
る
時
は
退

第
二
十
九
條
退
學
願
退
學
せ
ん
ざ
欲
す
る
も
の
は
保
證
人
連
署
し
て
其
の
理
由
を
認
め

た
る
退
學
願
書
を
差
出
し
校
長
の
許
可
を
得
へ
し

第
三
十
條
休
學
願
生
徒
の
疾
病
其
他
止
を
得
き
る
事
故
の
蝿
め
三
ヶ
月
以
上
修
學
し
能

第
二
十
六
條
代
理
保
證
人

め
本
校
へ
届
出
《
し

學
を
命
す

三
十
二

保
證
生
徒
の
監
督
を
参
し
同
人
の
身
分
に
閲
し
一
切
の
事
柄
に
責
を
負
び
得
べ
き
者

た
る
を
要
す

但
ｔ
郡
部
在
住
者
遭
錐
も
本
校
の
見
込
に
よ
り
保
證
人
た
る
乙
道
を
承
認
す
べ
し

條
代
理
保
證
人
保
唖
人
長
く
旅
行
す
る
時
は
課
め
相
當
の
代
理
保
證
人
を
定



は
ず
さ
認
む
る
時
は
豫
め
其
許
可
を
得
て
一
學
年
以
内
の
休
學
を
な
す
こ
さ
を
得

第
三
十
一
條
休
學
解
除
休
學
期
限
内
を
錐
も
休
學
の
事
故
止
む
時
は
休
學
を
解
除
し
原

級
に
復
せ
し
ひ

第
八
章
特
待
生

第
三
十
二
條
特
待
生
本
校
本
科
第
二
年
級
以
上
の
正
科
生
に
し
て
品
行
善
良
ふ
る
か
叉

は
學
力
優
等
ふ
る
者
は
前
學
年
の
成
蹟
に
依
り
敷
員
會
議
の
議
を
經
て
特
待
生
さ
蔵

し
次
學
年
度
の
授
業
料
を
免
除
す
る
こ
Ｅ
あ
る
ぺ
し

第
九
章
選
科
生

第
三
十
三
條
入
學
各
學
部
の
一
科
目
叉
は
数
科
目
を
選
修
せ
ん
と
欲
す
る
者
あ
る
さ
き

は
教
授
上
に
差
支
な
き
場
合
に
限
り
選
科
生
と
し
て
入
學
を
許
可
す

節
三
十
四
條
入
學
の
資
格
選
科
生
は
年
齢
十
七
年
以
上
に
し
て
選
ム
所
の
科
目
の
學
力

を
査
定
し
該
科
目
を
修
む
る
に
堪
ふ
る
近
認
め
た
る
者
に
限
り
之
を
許
す

但
し
第
二
十
一
條
の
無
試
験
入
學
璽
資
格
を
有
す
る
者
は
此
限
に
あ
ら
ず

第
三
十
五
條
證
明
書
選
科
生
に
し
て
所
選
科
目
を
正
奮
に
學
習
し
た
る
者
に
は
望
に
よ

三
十
三



第
三
十
七
條
入
學
願
選
科

學
願
書
を
差
出
す
へ
し

第
三
十
六
條
諸
規
則
特
に
選
科
生
の
爲
に
設
定
せ
る
も
の
は
勿
論
其
他
本
校
の
諸
規
則

は
之
を
選
科
生
に
も
適
用
す
る
も
の
こ
す

第
三
十
七
條
入
學
願
選
科
生
返
し
埴
入
學
せ
ん
運
欲
す
る
も
の
は
左
の
書
式
に
從
び
入

入
學
願本
籍族
何
某
鯏
鰄
何
誰年
齢

私
儀
御
核
何
學
部
何
々
科
目
の
選
科
生
さ
し
て
入
學
仕
度
候
問
『
試
験
の
上
｝
無
試
験
に
て
」

御
許
可
被
成
度
別
紙
履
歴
書
相
添
へ
御
願
申
上
候
也
右

年
月
日

何
誰
⑳

日
本
女
子
大
學
校
々
長
何
某
殿

證
明
書
を
授
與
す
べ

六
條
諸
規
則
峰
し

三
十
四



但
蕊
講
料
は
講
演
の
長
短
に
依
て
規
定
す
へ
し

第
四
十
三
條
蕊
講
券
聴
講
者
は
必
ず
蕊
講
券
を
携
帯
す
べ
き
も
の
さ
す

第
十
一
章
學
費

第
四
十
四
條
受
験
料
入
學
志
願
者
は
左
の
規
定
に
従
ひ
受
験
料
を
入
學
願
書
に
添
へ
て

三
十
五

第
四
十
二
條

る
へ

第
三
十
九
條
回
數
科
外
講
演
は
毎
月
数
回
臨
時
に
之
を
開
設
す
る
§
の
遁
す

第
四
十
條
講
師
専
門
の
大
家
を
聰
し
て
科
外
講
師
に
嘱
托
す
る
の
み
参
ら
す
臨
時
諸

名
家
の
出
演
を
乞
ふ
乙
さ
あ
る
へ
し

第
四
十
一
條
蕊
講
者
本
校
の
生
徒
た
る
を
校
外
着
た
る
ご
を
間
は
ず
凡
て
科
外
講
演
に

出
席
せ
ん
ざ
欲
す
る
有
志
者
を
以
て
蕊
講
者
さ
す

第
四
十
二
條
蕊
講
料
驍
講
、
者
た
ら
ん
ご
欲
す
る
者
は
聴
講
料
を
前
納
せ
し
む
る
こ
ご
あ

第
三
十
八
條
の
さ
すし
第
十
章
科
外
講
演

目
的
科
外
講
演
は
正
科
學
習
の
参
考
補
峡
に
供
せ
ん
が
爲
に
開
設
す
る
も



一
定
期
受
聡
入
學
着
金
一
圓

一
臨
時
受
聡
入
學
者
金
一
圓
五
十
銭

第
四
十
五
條
入
學
料
入
學
の
許
可
を
得
た
る
者
櫨
入
學
料
金
武
圓
を
在
學
證
書
に
添
へ

て
納
む
ぺ
し

第
四
十
六
條
授
業
料
授
業
料
は
壹
學
年
金
式
十
七
圓
五
十
銭
さ
し
一
ヶ
月
金
武
圓
五
十

銭
の
割
合
に
て
毎
學
期
の
初
め
五
日
以
内
に
分
納
す
べ
し

但
事
情
に
依
り
毎
月
初
め
に
分
納
す
る
乙
返
を
許
可
す
る
こ
琶
あ
る
ぺ
し

第
四
十
七
條
校
費
校
費
は
壹
ヶ
月
金
五
十
銭
の
割
合
に
て
毎
學
期
の
初
に
前
納
す
へ
Ｌ

但
事
情
に
依
り
毎
月
初
め
に
分
納
す
る
乙
さ
を
許
可
す
る
こ
と
ろ
る
へ
Ｌ

第
四
十
八
條
樂
器
使
用
料
・
樂
器
演
習
を
な
す
者
は
左
の
使
用
料
を
毎
月
初
め
に
前
納
す
へ
し

納
む
へ
・
し

但
既
納
受
聡
料
は
何
等
の
事
情
あ
る
も
返
附
せ
ず

一
ピ
ア
ノ

一
オ
ル
ガ
ン

使
用
料

使
用
料

金 金
五
十
銭
以
上

一

圓
以
上

三
十
六



第
五
條

第
六
條

第
七
條

第
一
章
總
則

第
一
條
目
的
日
本
女
子
大
學
校
附
鴎
高
等
女
學
校
は
女
子
に
須
要
な
る
高
等
普
通
教
育

を
授
く
る
所
こ
す

第
二
條
位
地
附
属
高
等
女
學
稜
は
日
本
女
子
大
學
校
内
に
置
く

第
二
章
科
目
修
業
年
限
學
期
休
業

第
三
條
科
目
附
脇
高
等
女
學
校
の
學
科
目
は
倫
理
國
語
外
國
語
砿
）
歴
史
地
理
數
學
理
科
、

家
事
、
裁
縫
習
字
、
岡
叢
、
昔
樂
、
体
操
さ
す

第
四
條

篁壼筆 修業
年
限

購
属
高
等
女
學
稜
規
則

全
前

全
前
本
校
の
規
定
に
從
島

附
鴎
高
等
女
學
校
の
修
業
年
限
は
五
ヶ
年
さ
す一

一
一

十
七



第
八
篠

學
科
課
程

第
三
章

學
科
課
程
及
時
間
配
當
表
は
左
表
の
如
し

學
科
課
程

及
落
卒
業

三
十
八



－

高
等
女
學
校
學
科
課
程
及
時
間
表

三
十
九



四
十

第
九
條
及
落
及
卒
業
生
徒
の
及
落
及
卒
業
は
各
科
目
平
常
の
成
蹟
に
よ
り
教
員
會
議
の

議
を
經
て
之
を
評
定
す

第
十
條
読
書
授
與
第
四
學
年
以
上
の
各
學
年
及
第
着
に
は
學
年
修
業
證
書
を
授
與
し
第

五
學
年
及
第
生
に
は
卒
業
證
書
を
授
與
す

第
四
章
定
員
入
學
退
學

第
十
一
條
生
徒
の
定
員
附
属
高
等
女
學
校
の
生
徒
定
員
は
凡
そ
四
百
名
こ
す

第
十
二
條
入
學
期
定
期
入
學
は
毎
學
年
の
始
め
一
回
さ
す
る
も
欠
員
あ
る
時
は
臨
時
入

學
を
許
可
す
る
乙
芭
あ
る
へ
し

第
十
三
條
入
學
資
格
は
年
齢
十
二
年
以
上
に
し
て
高
等
小
學
校
第
二
學
年
の
課
程
を
卒

へ
た
る
者
は
第
一
學
年
級
に
無
試
験
に
て
入
學
す
る
と
運
を
許
可
す
る
§
其
他
は
凡

て
試
験
の
上
に
て
入
學
を
許
可
す

但
高
等
小
學
校
卒
業
者
は
試
験
の
上
第
二
年
級
叉
は
相
當
級
に
叉
修
業
年
限
四
ヶ

年
以
下
の
高
等
女
學
校
の
生
徒
或
は
卒
業
生
は
學
力
査
定
の
上
相
當
級
に
編
入
す

ぺ
‐
し



第
十
四
條

第
十
五
條 差

出
す
へ
し

私
儀
御
校
附
属
高
等
女
學
校
蓉
く
は
第
何
年
趣
へ
入
學
仕
度
候
間
蕪
試
験
に
エ
譲

験
の
上
」
御
許
可
被
成
下
度
別
紙
履
歴
書
相
添
へ
此
段
御
願
申
上
候
也

年
月
日

右
何
誰
⑳

り
て
散
授
上
に
差
支
な
き
場
合
に
限
り
選
科
生
さ
し
て
入
學
を
許
可
す

入
學
願
書

第
五

入
學
書
式

選
科
生 日
本
女
子
大
學
校
御
中

章 本
籍
剛
國
肺
厘
棚

華
士
族
平
民

選
科
生

正
科
の
科
目
を
選
て
學
習
せ
ん
ご
欲
す
る
も
の
は
正
科
生
に
欠
員
あ

入
學
志
願
者
は
左
の
書
式
に
從
泓
入
學
願
書
及
履
歴
書
各
一
通
を

番
剛何
某
何
棚
鰔
何
誰年
齢

四
十
一



四
十
二

第
十
六
條
入
學
資
格
選
科
生
は
年
藤
子
二
年
以
上
に
し
て
試
験
の
上
所
選
科
目
を
學
修

す
る
に
堪
ふ
る
這
認
あ
た
る
者
に
限
り
入
學
を
許
可
す

但
し
正
科
生
た
る
の
資
格
あ
る
も
の
は
此
限
に
あ
ら
す

第
十
七
條
證
明
書
本
校
の
規
則
に
従
ふ

第
二
十
條一一

第
十
八
條
諸
規
則
全
上

第
十
九
條
入
學
願
書
金
上

一
受
業
料
は
一
學
年
金
識
拾
戴
圓
返
し
一
ヶ
月
金
武
圓
の
割
合
に
て
毎
學
期
の
初

め
五
日
以
内
に
分
納
す
べ
し

但
事
情
に
よ
り
毎
月
初
に
分
納
す
る
こ
道
を
許
可
す
べ
し

－
校
費
本
校
の
規
定
に
從
ふ

受
験
料
本
校

入
學
料
全
前

第
六
章
學
費

附
属
高
等
女
學
校
生
徒
は
左
の
學
費
を
納
む
く
し

瞼
料
本
校
の
規
定
に
從
ふ



本
校
の
生
徒
た
る
者
の
本
領
は
自
己
の
品
性
智
能
を
啓
磯
す
る
に
在
る
こ
さ
を
明
白
に
悟

り
善
學
の
二
字
を
念
玲
忘
る
こ
ご
ふ
く
常
に
左
の
條
々
を
格
守
實
践
す
。
へ
き
ふ
り

一
教
育
勅
語
の
聖
旨
を
奉
鴨
す
べ
き
は
勿
論
固
く
本
校
激
育
の
趣
旨
を
服
腐
し
校
規
を

遵
守
し
師
友
を
敬
愛
し
自
ら
治
め
自
ら
制
し
て
遊
逸
華
署
に
焔
ら
ず
巳
を
重
じ
人
を
尊

び
温
順
恭
謙
に
し
て
學
に
誇
ら
す
信
義
禮
節
を
守
て
輕
浮
に
流
れ
ず
志
操
を
箪
固
に
し

氣
品
を
高
潔
に
し
以
て
貞
淑
の
美
穂
を
漁
養
せ
ん
こ
ｇ
を
務
む
く
・
し

一
學
を
修
め
蕊
を
智
ふ
に
は
勉
め
て
自
ら
観
察
研
究
し
自
ら
思
考
判
断
す
る
の
習
慣
を
養

ひ
女
生
徒
の
通
患
世
し
て
只
管
教
師
の
説
明
亡
著
者
の
意
見
返
の
み
に
依
頼
す
る
の
弊

に
階
る
乙
亡
な
く
博
識
多
能
な
ら
ん
よ
ｊ
は
寧
ろ
事
物
の
具
相
關
係
を
辨
知
し
蕊
術
の

原
則
妙
理
を
會
得
す
る
の
知
力
を
開
發
錬
磨
し
他
日
卒
業
の
後
遭
難
も
萬
般
の
事
物
に

接
し
て
永
く
効
力
を
有
し
應
用
自
在
な
ら
ん
こ
さ
を
期
す
く
し

二
家
の
主
婦
た
る
重
任
を
負
へ
る
女
子
に
し
て
鼠
弱
多
病
な
る
時
は
一
身
一
家
の
不
幸

四
十
三

生
徒
心
得



は
云
参
訓
更
な
り
餘
累
を
子
孫
に
遺
し
肚
會
を
害
毒
す
る
の
恐
あ
れ
ば
各
自
の
艘
質
に

應
し
て
適
宜
⑭
運
動
鵠
操
を
な
し
衣
服
よ
り
飲
食
讃
書
睡
眠
に
至
る
詮
で
凡
て
衛
生
の

道
を
守
り
身
禮
の
謹
健
な
ら
ん
こ
さ
を
務
む
ぺ
し

四
十
四



第
三
條

第
四
條

第
二
條

第
五
條

第
一
條

相
當
の
取
扱
を
な
す
べ
し

本
校
の
寮
生
た
る
者
は
克
く
本
寮
の
目
的
を
會
得
し
教
職
員
の
命
を
奉
し
長
幼
相

助
ヶ
親
和
を
旨
さ
し
自
奮
自
脩
の
精
帥
を
以
て
何
事
に
苓
相
一
致
し
て
家
庭
同
様
の

共
同
生
活
を
誉
む
べ
き
は
勿
論
事
々
に
秩
序
を
保
ち
時
間
を
守
る
の
習
慣
を
養
ひ
殊

に
精
脚
の
修
養
身
禮
の
健
康
に
注
意
す
べ
し

洋
家
庭
の
風
を
學
ぱ
し
む

の
整
理
を
習
は
し
む

但
上
級
生
徒
の
希
望
者
を
順
次
に
入
寮
せ
し
む
る
§
の
Ｅ
す

寮
生
の
學
費
は
凡
て
寮
盛
の
手
を
經
て
之
を
會
計
に
預
ｊ
濫
費
な
か
ら
↑
し
Ｕ

本
校
々
醤
は
寮
の
衞
生
を
司
り
病
者
あ
る
時
は
之
を
診
察
し
病
状
の
輕
重
に
よ
り

上
級
寮
生
を
し
て
順
番
に
主
婦
の
地
位
に
立
た
し
め
寮
監
監
督
の
下
に
於
て
家
事

本
校
生
徒
中
に
希
望
者
あ
る
時
は
洋
風
の
寮
舎
に
於
て
外
國
激
師
監
督
の
下
に
西

日
本
女
子
大
稜
學
寮
規

四
十
五



第
七
條

第
六
條

請
ひ
實
地
の
見
聞
を
廣
め
日
用
の
常
識
を
養
は
し
む

普
通
寮

外
國
教
師
舘
寮
生
餓
椴

寮
生
は
左
の
寮
費
を
毎
月
前
納
す

但
時
債
の
高
低
に
依
６
増
減
す
る
ど
あ
る
べ
し

時
々
寮
生
を
携
へ
て
學
識
經
験
あ
る
婦
人
を
訪
問
し
或
は
之
を
招
待
し
て
談
話
を

生
餓
椴

金
五
十
銭

金
六
圓

鋤
や べ

し

圓圓

四
十
六





１
１
１

’

印
刷

発
行
日

編
集
発
行

日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
五

日
本
女
子
大
学
校
規
則

〔
明
治
三
三
年
〕

一
九
九
八
年
三
月
一
五
日

日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館

日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館

祁
‐
蜘
東
京
都
文
京
区
目
白
台
二
’
八
’
一

電
話
（
○
三
）
三
九
四
二
’
六
一
八
七

共
同
印
刷
株
式
会
社

訓
蜘
東
京
都
文
京
区
小
石
川
四
’
一
四
ｉ
二
一



ー

岳


